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「 7. 4. 28 

医療安全の確保に 向けた保健 師 助産前看護師法等の 
あ り方に関する 検討会 は ついて 

「 目 的 

社会保障審議会医療部会においてほ、 平成「 6 年 9 月より、 医療提供体制のあ り 

方について議論を 行っているところであ るが、 その中で看護 師 等の名称独占、 届出 

義務及び看護師資格を 持たない保健 師ゆ 助産 師 による看護業務等が、 検討すべき論 

点、 として指摘されたところであ る。 

これらは、 患者の視点に 立って医療安全を 確保する観点からも 重要な問題であ る 

ことから、 有識者からなる 本 検討会を開催し、 これらの論点について 検討を行うも 

のであ る。 

2  検討事項 

・新人看護職員の 研修のあ り方について 

，看護師資格を 持たない保健師及び 助産師の看護業務について 

・行政処分を 受けた看護 師 等に対する再教育について 

・産科における 看護 師 等の業務について 

・免許保持者の 届出義務について 

・助産前、 看護 師 、 准看護師資格の 名称独占について 

・助産所の嘱託医師について 

・その他 

3  スケジコール 等 

・平成「 7 年 4 月 28 日 ( 木 ) に 第 「同会合を参集 

・ 月 「 回 ～ 2 回ぺ ー スで開催 

・医療部会の 中間取りまとめの 前に、 中間まとめ 

4  メンバー ( 別紙 ) 

米 検討内容により、 適宜メンバ一の 追加もあ り得る。 

5  検討会の位置付け 

( 「 ) 医 政局長が有識者の 参集を求めて 開催する。 

(2) 事務局は、 厚生労働省圧政局看護 課 に置く。 
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月夜糸底 

医療安全の確保に 向けた保健 師 助産 師 看護師法等の 

あ り方に関する 検討会 メンバー 

( 五十音順、 敬称略 ) 

勘考 硫 主日 、木 重 ㏄ 

。 干 ぬ遠 ぉ 藤 戸 れ俊 

。 棟 子 金 。 1 。 ｜れ｜ か 克 ， 

藩而 ヵ 1 、１ わー 里 Ⅱ 

こ子 軽来 ち也 川ム ロ 子 。」 。 は島 ぬ恭 

さか もと 

坂 本 す が 

  乱入口 マ了田主 の 売 爾 

，子 % 辻 本 「」 @ ル子 g 

ひら ぼやし ひ つ まさ 

平 林 勝 致 の や 夫 巨レ倣坊 卍 り 

日本医師会常任理事 

山梨大学医学都教授 

石川県立看護大学長 

弁 護 士 

日本看護協会常任理事 

北里大学病院看護部長 

NTT 関東病院看護部長 

日本精神科病院協会副会長 

NPO 法人ささえあ い医療人権 センター COML 代表 

国掌 院 大草法科大学院長 

白梅学園大学教授 
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・行政処分を 受けた看護 師 等に対する再教育について 
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医療提供体制の 改革 ( 社会保障審議会医療部会 ) について 

Ⅰ 趣旨 

「 医療制度改革については、 厚生労働大臣の 下に平成「 4 年 3 月に設置された「医療 

制度改革推進木部」に 4 つの検討チームが 設置され、 このうち医療提供体制について 

ほ 「医療提供体制の 改革に関する 検討チーム」 ( 主査 : 医 政局長 ) において、 「 5 年 

8 月に「医療提供体制の 改革のビジョン」のとりまとめを 行うなど、 その取組を進め 

てきたところ。 

2  一方、 医療保険制度改革については、 平成「 4 年ア月の健康保険法等改正法附則の 

規定を受けた「医療保険制度体系及び 診療報酬体系に 関する基本方針について」 ( 平 

成「 5 年 3 月 28 日閣議決定 ) に基づいた議論が 行われているところであ り、 医療保 

族制度と車の 両輪の関係にあ る医療提供体制についても、 医療保険制度の 改革と一体 

となって改革に 取り組むことが 必要不可欠であ る。 

3  「医療提供体制の 改革のピジョン」を 踏まえ、 昨今の医療を 取り巻く状況の 変化に 

対応すべく、 より質の高い 効率的な医療ワービスの 提供の実現に 向けた医療提供体制 

の改革の議論を 行うため、 社会保障審議会医療部会を 開催する。 

Ⅱ 主な検討事項 

「 医療提供体制の 改革の基本的考え 方 

一 患者の視点に 立った、 患者のための 医療提供体制の 改革 

2  患者・国民の 選択の支援 

一 医療機関等についての 患者・国民の 選択の支援 ( 広告規制等 ) 、 診療情報の提供の 推 

進と患者の選択の 尊重 

3  医療安全対策の 総合的推進 

一 医療安全対策における 国及び地方の 役割、 医療機関における 安全管理体制、 苦情・ 

相談への対応体制、 医療事故や医療関連死の 報告・届出に 関する制度、 医療事故を 

おこした医師等への 対応 
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4  小児をはじめとした 救急医療体制等の 在り方、 小児医療や周産期医療といった 母子 

医療の推進 

5  医療計画制度 

一医療計画を 通じた医療機能の 分化・連携の 推進、 医療計画で明らかにすべき 事項 

等 

6  へき地医療提供体制の 確保 ( 医師等の確保 等 ) 

了 医療機能の分化・ 連携、 医療施設体系及び 医療施設に係る 規制の在り方 

一 医療機能の分化・ 連携の推進 ( 急性期から回復期を 経てかかりつけ 医での在宅療養 

といった流れが 原則こ次医療圏内で 完結するような 体制確保等 ) 、 医療提供施設の 

機能分化 等 

8  在宅医療の推進 

9  医療法人制度の 見直し 

一基本的考え 方、 公益性の確立等について 等 

「 0  医療を担う人材の 確保と資質の 向上 

一医師の診療科及び 地域による偏在、 生涯教育 等 

Ⅲ これまでの検討状況と 今後のスケジコール 

◆平成「 6 年 9 ～「 2 月   フリート一キンバ、 「 巡 目の議論を終了 

( 第 「 回 ～第 4 回 ) 

◆平成「 7 年 2 月 2 日 ( 第 5 回 ゥ       医療提供体制の 改革の主要な 論点の整理 

◆平成「 7 年 3 月～   個別の論点について 順次議論 

3 月 4 日 ( 第 6 回 )  「広告規制」、 「医療計画」等 

3 月 24 日 ( 第 7 回 )  「医療安全」、 「救急医療、 母子医療」 

4 月「 3 日 ( 第 8 回 )  「医療機能の 分化・連携」、 「医療施設体系」、 

「医療施設に 係る規制の在り 方」等 

来 月 2 回程度のぺ ー スで部会を開催 

◆平成「 7 年夏頃 (6 月～ 7 月 )       中間的なとりまとめ 

◆平成「 7 年内   具体的な改革案に 向けた意見書のとりまとめ 
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医療提供体制の 改革に関する 看護関連の主な 論点整理 

( 第 6 回医療部会資料から 抜粋 ) 

  事 項 l 主 な 論 点 

Ⅰ．医療提供体制の 改革の基本的考え 方 

0 患者の視点に 立った、 患者のための 医療提供体制の 改革を基本的考え 

方とすべきではないか。 

l3. 医療安全対策の 総合的推進 
  

(5) 医療事故をおこした 医師等への対応 

行政処分、 再 0 行政処分を受けた 医師、 歯科医師、 看護 師 、 薬剤師等についての 再教 

教育 育 制度の位置づけ や 仕組み等、 どのような制度とすべきか。 また、 行 

政 処分を的確に 行 う ための組織体制及び 調査権 限の強化が必要ではな 

い か。 

0 繰り返し事故や 過誤等を起こす 医療従事者についても、 再教育が必要 

ではないか。 

5, 医療計画制度 

④医療計画 0 医療計画において 明らかにすべき 事項としてどのような 色のがあ る 

で 明らかに か。 

すべき事項 ・ / 」、 児 医療 ゆ 周産期医療の 推進方策 

・かかりっ け 医や小児・成人への 往診、 訪問看護などの 在宅医療の推 

進 方策 

・診療科別の 医師 数 

・ / 」 岨 救急医療をはじめとする 救急医療、 へき地医療等に 関する数値 

目標 

・公的医療機関と 民間医療機関との 役割分担 

・臨床研修の 取組や医療安全に 係る活動・対策 

・歯科診療所も 含めた二次医療圏内の 診療所の役割 

・精神科救急医療体制の 整備 

・精神障害者の 退院促進 

・薬局の役割や 医薬品・医療機器の 供給体制。 特に、 災害 時 、 感染症 

発生時、 及び休日・夜間、 へき地における 医薬品供給のあ り方 

・地域住民が 新しい治療法や 医薬品ヘアクセスしやすくするための 地 

域 における治験 ネ、 ッ トワークなどの 整備 
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6. へき地医療提供体制の 確保 

②医師等の 0 へき地における 医師、 看護 師 、 薬剤師等の確保の 方策をどうしていく 

百崔ィ呆 か 。 

l0 都道府県において、 医療関係団体、 中核的病院、 県内の医科大学、 大 
  

学 医学部等を構成員とした 協議会の開催等を 通じ、 関係者が一体とな 

った取組を進めることが 重要ではないか。 

0 医師の養成・ 就業の実態、 地域 ゆ 診療科による 偏在等を総合的に 考慮 

して、 医師需給見通しの 見直しを行うことが 必要ではないか。 

(4) その他医療施設に 係る規制の在り 方 

8. 在宅医療の推進 

0 できる限り住み 慣れた地域、 家庭において 療養生活を送ることができ 

ることが、 患者の QOL の向上の観点からも 必要であ り、 在宅医療の 

一層の推進が 必要でほないか。 

0 かかりつけ 医 ( 歯科医 ) の充実・普及、 訪問看護の充実・ 普及 等 、 任 

宅 医療に係る医療提供体制の 確保をいかに 進めていくか。 また、 薬局、 

薬剤師によるワービス 提供も考慮すべきではないか。 

「 0. 医療を担う人材の 確保と資質の 向上 

①医師需給、 0 医師、 歯科医師、 看護師の需給をどのように 見通すべきか。 

歯科医師 需 

給 、 看 ; 隻 白血 需 

糸ム 

④生涯教育、 

免許更新制 

0 医療提供の質の 向上の観点から、 医師、 歯科医師、 看護 師 、 薬剤師等 

の生涯教育を 充実させていくべきではないか。 その際、 どのような施 

策を講じていくことが 適当か。 

0 医療提供の質の 向上の観点から、 あ るいは、 事故等を起こした 医師等 

への対策として、 医師等の免許更新制を 導入すべきという 指摘につい 

て、 どう考えるか。 

⑤医師等の 

行政処分、 再 

教育 ( 再掲 ) 

0 行政処分を受けた 医師、 歯科医師、 看護 師 、 薬剤師等についての 再教 

育制度の位置づけや 仕組み等、 どのような制度とすべきか。 また、 行 

政処分を的確に 行 う ための組織体制及び 調査権 限の強化が必要ではな 

いか。 
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⑥看護関係 0 看護 師 、 助産前等の看護関係資格の 資質向上や専門性の 確保などにつ 

資格の資質 いて、 制度的にどのような 取組を進めて い くことが考えられるか。 

の 向上等 

⑦看護関係 

資格に係る 

規制の合理 

化 

0 医療安全の観点から、 看護 師 、 薬剤師の卒後臨床研修について 検討す 

ることについてど う 考えるか。 

0 様辰 な医療関係職種の 資質の向上について、 医療関係職種の 養成施設 

の質の確保を 含め、 いかに図っていくか。 

0 看護 師 等の届出制の 在り方その他看護関係資格に 係る規制の在り 方に 

ついて、 どのような見直しが 考えられるか。 
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